
 

                       

     

◆
全
組
合
員
に 

マ
ス
ク
を
配
付 

県
組
合
は
４
月
13
日
（
月
）
の

常
務
理
事
会
で
、
確
保
し
た
マ
ス

ク
80
箱
に
つ
い
て
協
議
し
、
「
全

組
合
員
へ
い
き
わ
た
る
よ
う
に
」

と
代
金
は
県
組
合
が
支
払
い
、
１

店
舗
７
枚
を
無
料
配
付
す
る
こ
と

と
し
た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
包
装
作
業

と
配
付
は
各
支
部
で
行
な
わ
れ
た
。 

 

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液（
５

０
０
㎖
、
１
０
０
０
円
）
を
組
合

員
相
当
数
の
６
０
０
本
を
確
保
し

販
売
す
る
（
１
店
舗
１
本
限
定
）。 

             

     

◆
協
力
金
の 

交
付
を
要
望 

県
組
合
は
４
月
30
日
（
木
）
、

長
田
實
理
事
長
が
県
美
容
組
合
の

西
井
十
六
勝
理
事
長
と
石
川
県
庁

へ
出
向
き
、
北
野
喜
樹
健
康
福
祉

部
長
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
伴
う
理
容
店
舗
へ
の
協
力

金
交
付
の
要
望
を
行
な
っ
た
。 

内
容
は
「
自
主
休
業
あ
る
い
は

営
業
内
容
を
変
更
す
る
店
舗
へ
の

協
力
金
交
付
」
を
要
望
す
る
も
の

で
、
現
在
の
業
界
の
窮
状
を
訴
え 

た
。 

             

     

ま
た
、
行
野
欣
也
金
沢
支
部
長

と
共
に
金
沢
市
役
所
も
訪
れ
、
山

野
之
義
金
沢
市
長
に
「
自
主
休
業

組
合
店
舗
へ
の
協
力
金
に
か
か
る

要
望
書
」
を
提
出
し
た
。 

               

ま
た
、能
登
、加
賀
支
部
で
も
、

各
自
治
体
へ
理
容
業
を
対
象
に
し

た
給
付
金
の
交
付
等
を
そ
れ
ぞ
れ

要
望
し
た
。 

      

     

◆
医
療
従
事
者
か
ら 

消
毒
作
業
の 

ア
ド
バ
イ
ス 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、
医
療
従
事
者
の
方

か
ら
、
お
店
で
の
消
毒
作
業
な
ど

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ

い
た
。 

▼
ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
、
理
容
イ

ス
な
ど
を
拭
い
て
除
菌
す
る
際
は
、

使
い
捨
て
の
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。（
タ
オ
ル
で

拭
き
取
る
と
、
洗
濯
時
の
感
染
リ

ス
ク
が
考
え
ら
れ
ま
す
。） 

▼
使
用
済
み
の
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ

ー
は
専
用
の
ゴ
ミ
箱
を
用
意
し
て
、

ゴ
ミ
箱
に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
２
重

に
か
け
て
お
き
、
２
重
に
し
た
ま

ま
で
捨
て
ま
し
ょ
う
。 

▼
お
客
様
に
マ
ス
ク
を
し
て
頂
い

た
ま
ま
カ
ッ
ト
を
す
る
場
合
は
、

マ
ス
ク
の
ゴ
ム
を
耳
で
は
な
く
ア

ゴ
の
ラ
イ
ン
か
ら
首
の
後
ろ
側
に

引
っ
張
り
、
ヘ
ア
ピ
ン
な
ど
で
留

め
る
こ
と
で
、
耳
周
り
の
カ
ッ
ト

が
し
易
く
な
り
ま
す
。 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
対
応 

健
康
管
理
に 

万
全
を
！ 



理容いしかわ                令和 2年 6月 10日（2） 

                                   

                                  

                                  

                                  

                                  



（3）令和 2年 6月 10日                理容いしかわ                       

 

 

 

     

▽
理
事
長 

 

長
田 

 

實(

金
沢) 

▽
副
理
事
長
、
全
理
連
評
議
員
、

東
海
北
陸
評
議
員
、
経
理
部
長 

絈
野 

邦
雄(
能
登) 

▽
副
理
事
長
、
事
業
担
当
、
渉
外

担
当 

 

前
田 

英
明(

金
沢)

 

▽
副
理
事
長
、
総
務
部
長 

田
畑 

 

豪(

加
賀) 

▽
常
務
理
事
、
教
育
部
長 

行
野 

欣
也(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
組
織
部
長 

近
藤 

秀
司(

能
登) 

▽
常
務
理
事
、
共
済
部
長 

中
村 

伸
夫(

金
沢) 

▽
常
務
理
事
、
企
画
室
長 

田
島 

徳
久(

加
賀) 

             

     

▽
常
務
理
事
、
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

沓 
 

智
之(

加
賀) 

▽
理
事
、
企
画
担
当
、
情
報
セ
ン

タ
ー
担
当 

 
 

田
中 

栄
一(

金
沢) 

▽
理
事
、
企
画
担
当 

橘 
 

英
行(

加
賀) 

▽
理
事
、
教
育
担
当
、
組
織
担
当 

 
 
 
 
 

大
積 

 

亨(

能
登) 

▽
理
事
、
企
画
担
当
、
情
報
セ
ン

タ
ー
担
当 

 
 

夏
嶋 
正
博(

能
登) 

▽
監
事 

 

奥
成 

康
朗(
能
登) 

▽
監
事 

 

竹
中 

義
雄(
加
賀) 

▽
監
事 

 

塚
本 

 

薫(

金
沢) 

▽
事
務
長 

小
田
波
博
子 

             

▽
顧
問 

 

松
岡 

武
義(

金
沢) 

▽
相
談
役 

原 
 

元
二(

金
沢) 

▽
相
談
役 

津
田 

 

宏(

金
沢) 

▽
相
談
役 

叶
井 

 

章(

加
賀) 

                 

金
沢
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

行
野 

欣
也 

▽
副
支
部
長
、
総
務
部
長 

 
 
 

中
村 

伸
夫 

▽
副
支
部
長
、
組
織
部
長 

 
 
 

田
中 
栄
一 

▽
経
理
部
長 

 
 

塚
本 

 
薫 

▽
教
育
部
長 

 

小
伏
脇
奈
都
子 

▽
企
画
部
長 

 
 

鹿
渡 

正
宏 

▽
共
済
部
長 

 
 

松
原 

義
則 

▽
事
業
部
長 

 
 

小
西 

 

裕 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長  

青
山 

幸
雄 

▽
青
年
部
長 

 
 

西
村 

泰
紀 

▽
副
青
年
部
長 

 

村
田 

健
二 

▽
庶
務
部
長 

 
 

番
定 

伸
夫 

▽
監
事 

 
 
 
 

竹
山 

忠
志 

▽
監
事 

 
 
 
 

示
野 

 

栄 

▽
地
区
部
長 

 

１
部
東 

 
 
 

川
尻 

真
澄 

１
部
中 

 
 
 

細
川 

昭
盛 

１
部
西 

 
 
 

当
目 

雅
芳 

２
部 

 
 
 
 

村
山 

勝
次 

３
部 

 
 
 
 

寛
永 

康
次 

４
部 

 
 
 
 

山
口 

一
彦 

５
部 

 
 
 
 

三
島 

寛
史 

６
部 

 
 
 
 

山
内 

淳
二 

７
部 

 
 
 
 

長
田 

 

淳 

 

能
登
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

近
藤 

秀
司 

▽
副
支
部
長 

 
 

絈
野 

邦
雄 

▽
副
支
部
長 

 
 

岩
崎 

 

清 

▽
総
務
部
長
、
事
業
担
当
部
長 

 
 
 

松
村 

季
之 

▽
経
理
部
長 

 
 

奥
成 

康
朗 

▽
教
育
部
長 

 
 

大
積 

 

亨 

▽
企
画
部
長 

 
 

木
地 

 

司 

▽
組
織
部
長 

 
 

三
宅 

善
仁 

▽
共
済
部
長 

 
 

夏
嶋 

正
博 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長  

松
原 

 

勝 

▽
青
年
部
長 

 
 

松
永 

 

晃 
▽
女
性
部
長 

 
 

小
西 

春
美 

▽
監
事 

 
 
 
 

岩
崎 

栄
照 

▽
監
事 

 
 
 
 

髭
本 

 

修 

▽
地
区
部
長 

 

河
北 

 
 
 
 

髭
本 

 

修 

 

羽
咋 

 
 
 
 

三
宅 

善
仁 

 

富
来 

 
 
 
 

岩
崎 

栄
照 

 

七
鹿 

 
 
 
 

岩
崎 

 

清 

門
前 

 
 
 
 

小
西 

春
美 

 

輪
島 

 
 
 
 

松
村 

季
之 

 

能
都 

 
 
 
 

木
地 

 

司 

 

珠
洲 

 
 
 
 

奥
成 

康
朗 

 

加
賀
支
部 

▽
支
部
長 

 
 
 

田
畑 

 

豪 

▽
副
支
部
長
、
教
育
部
長 

 
 
 

田
島 

徳
久 

▽
副
支
部
長
、
経
理
部
長 

 
 
 

吉
田 

秀
明 

▽
総
務
部
長 

 
 

市
川 

正
明 

▽
組
織
部
長 

 
 

村
山
外
喜
男 

▽
共
済
部
長 

 
 

太
田 

健
二 

▽
企
画
部
長 

 
 

橘 
 

英
行 

▽
情
報
セ
ン
タ
ー
長 

沓   

智
之 

▽
事
業
推
進
部
長 

荒
木 

 

潤 

▽
女
性
部
長 

 
 

下
崎 

 

薫 

▽
監
事 

 
 
 
 

和
多 

篤
志 

▽
監
事 

 
 
 
 

室
井 

幸
雄 

▽
地
区
部
長 

 

加
賀 

 
 
 
 

中
出 

尚
人 

 

小
松 

 
 
 
 

山
本
登
志
幸 

 

能
美 

 
 
 
 

北
村 

一
浩 

 

石
川 

 
 
 
 

梨
井 

信
澄 

 

鶴
来 

 
 
 
 

安
達 

拓
史 

令
和
２
年
度  

県
組
合
役
員 

令
和
２
年
度  

支
部
役
員 



理容いしかわ                令和 2年 6月 10日（4） 

                                   

                                  

                                  

                                  

                                  

組
合
員
に
有
利
な 

融
資
制
度 

「振興事業貸付」活用のポイント 

～組合員向けの融資制度を賢く活用しよう～ 

 「振興事業貸付」は、生活衛生営業者の振興を目的として創設された日本政策金融

公庫の融資制度です。公的な融資制度を上手に活用して経営にお役立てください。 

＜融資制度の概要＞ 

お使いみち 設備資金 運転資金 

融資額 １億５,０００万円以内 ５,７００万円以内 

返済期間 ２０年以内 ７年以内 

主な利率 

【特別利率Ｃ】 【基準利率】 

組合から一定の会計書類の準備や事業計画の確認を受けた
方は、利率が 0.15％（年利）引き下げとなります。 

条件 組合が発行する「振興事業に係る資金証明書」が必要 

ここがポイント！ 

 

 

 

 
 

ご不明な点は県理容組合事務局へ ☎０７６－２３２－２３６２ 

固定金利で長期の返済にも

対応可能。保証協会を利用

しないため、保証料の支払

いも不要です。 

組合事務局は、手続き（資金

証明書の発行）にあたって、

決算書等の確認による経営内

容のチェックは行いません。 



（5）令和 2年 6月 10日                理容いしかわ                       

 

 

 

                                  

                                  

                                  

                                  

                                  

「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
に 

出
演
さ
れ
て
い
る
北
原
照
久
氏
が 

あ
る
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事 

で
「
過
去
と
他
人
は
変
え
ら
れ
な 

い
け
れ
ど
、
未
来
と
自
分
は
変
え 

ら
れ
る
」
と
発
言
さ
れ
て
い
る
。 

 

自
分
の
性
格
や
生
き
方
に
満
足 

し
て
い
る
人
は
ど
れ
ほ
ど
居
る
だ 

ろ
う
か
、
自
分
は
ど
う
か
？
こ
の 

難
問
に
立
ち
向
か
う
に
は
か
な
り 

の
勇
気
が
い
る
。 

 

論
語
に
、
四
十
に
し
て
迷
わ
ず 

 

と
あ
る
事
か
ら
四
十
を
不
惑
の
歳 

と
さ
れ
る
が
、
平
均
寿
命
の
推
移 

を
考
え
る
と
現
在
で
は
老
境
に
あ 

る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

私
自
身
は
老
境
に
入
り
つ
つ
あ 

る
今
も
不
惑
の
域
に
達
し
て
は
い 

な
い
が
、
北
原
氏
の
言
葉
な
ら
少 

し
は
理
解
出
来
る
。
若
い
頃
に
は 

思
い
通
り
に
な
ら
ず
悩
ん
だ
が
、 

今
は
長
く
生
き
た
だ
け
の
経
験
と 

知
恵
で
自
分
の
道
を
選
べ
る
。 

（
理
容
文
芸
ク
ラ
ブ
） 

 

 

惑
わ
な
い
人
生
な
ん
て
お
も
ろ
な
い Ｓマーク（標準営業約款）は 

信頼のブランド！ 

技術、衛生、安全のしるしです 



理容いしかわ                令和 2年 6月 10日（6） 

      

底
力
を
見
せ
る
時 

      

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
大
変
な
営
業

を
強
い
ら
れ
て
い
る
私
達
の
業
界

で
す
。
現
状
で
は
な
か
な
か
先
を

見
通
す
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
こ

れ
を
機
に
、
公
衆
衛
生
の
最
た
る

職
種
と
し
て
今
迄
の
衛
生
意
識
を

さ
ら
に
一
段
ギ
ア
ア
ッ
プ
し
、
消

費
者
の
皆
様
に
安
心
し
て
来
店
頂

き
満
足
度
を
上
げ
る
こ
と
に
配
慮

す
べ
き
で
し
ょ
う
。 

時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
業
界
、

店
舗
が
生
き
残
る
、
と
は
ず
っ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
さ
に
現

状
は
業
界
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
問
題
点

を
一
気
に
時
代
に
合
わ
す
時
期
と

み
る
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

消
毒
、
マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
は

も
ち
ろ
ん
、営
業
時
間
、定
休
日
、

密
に
な
ら
な
い
よ
う
な
工
夫
、
予

約
制
の
強
化
、
メ
ニ
ュ
ー
の
多
様 

     化
、
ス
タ
ッ
フ
の
シ
フ
ト
フ
レ
ッ

ク
ス
化
等
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
越
し
た
経
営
手
法
と
営
業
ス
タ

イ
ル
を
模
索
し
て
実
現
す
る
チ
ャ

ン
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

結
束
し
て
業
界
の
底
力
を
見
せ

る
時
で
す
。
時
代
が
変
わ
る
の
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
変
化
を

作
り
出
し
て
い
く
意
識
を
持
ち
、

経
験
を
生
か
し
た
知
恵
を
結
集
し

て
乗
り
越
え
、
前
に
進
み
ま
し
ょ

う
。
必
ず
や
必
要
と
さ
れ
る
組
合

組
織
に
な
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
心
よ

り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

第
18
回
金
沢
支
部
定
期
総
会
、 

金
沢
支
部
理
容
師
共
済
会
総
会
に

関
す
る
審
議
事
項
は
、
全
て
の
議

案
に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

皆
様
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

企
画
部 

イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
い
ろ
い

ろ
続
い
て
い
ま
す
が
、
金
沢
支
部

企
画
部
と
し
て
、
金
沢
支
部
独
自

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
企
画
を
準
備

し
て
い
ま
す
。 

地
区
部
長
紹
介 

一
部
東 

川
尻 

真
澄 

     

今
年
度
で
３
回
目
と
な
る
部
長
職
。

ま
た
ま
た
心
機
一
転
気
持
ち
を
新
た
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。『
組

合
員
の
皆
様
が
１
ミ
リ
で
も
面
白
く
！
』

が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

一
部
中 

細
川 

昭
盛 

     

今
回
15
年
ぶ
り
２
度
目
の
部
長
と

な
り
ま
す
。
前
回
と
比
べ
、
色
々
変
化

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
戸
惑
わ
な
い
よ
う
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

一
部
西 

当
目 

雅
芳 

 
 

    

今
回
二
度
目
の
地
区
部
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
前
回
の

時
と
異
な
り
体
力
の
衰
え
も
感
じ
る
年

齢
で
す
が
、
執
行
部
と
部
員
の
皆
様
の

パ
イ
プ
役
を
果
た
せ
る
様
、
一
年
頑
張

り
ま
す
。 

二
部 

 

村
山 

勝
次 

 
 

    

大
阪
で
11
年
、
そ
の
間
芸
美
会
、
日

技
会
所
属
、
金
沢
で
芸
美
会
所
属
ス
タ

ッ
フ
二
け
た
育
ち
ま
し
た
。
今
は
女
房

と
二
人
。
昨
年
最
後
の
ス
タ
ッ
フ
富
山

代
表
全
国
大
会
出
場
、
良
き
人
生
を
い

き
て
い
ま
す
。 

三
部 

 

寛
永 

康
次 

 
 
 
 

    

金
沢
３
部
の
新
部
長
、
寛
永
で
す
。

混
迷
の
時
代
で
す
が
、
み
ん
な
で
知
恵

を
出
し
合
い
変
化
に
対
応
で
き
る
組
合

に
な
る
様
、
微
力
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。 

四
部 

 

山
口 

一
彦 

     

部
長
の
仕
事
は
ベ
テ
ラ
ン
と
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

五
部 

 

三
島 

寛
史 

     

一
度
経
験
し
た
の
で
す
が
そ
の
時
は

手
探
り
状
態
で
終
わ
っ
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な
い
事
が

多
々
あ
り
ま
す
が
一
年
間
頑
張
っ
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。 

六
部 

 

山
内 

淳
二 

 
 

    

こ
の
度
、
金
沢
６
部
部
長
を
拝
命
し

ま
し
た
山
内
で
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
精
一
杯
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

七
部 

 

長
田 

淳 

     

７
部
の
部
長
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
長

田
で
す
。
本
来
な
ら
保
科
さ
ん
の
予
定

で
し
た
が
、
諸
事
情
に
よ
り
私
が
代
理

で
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

金 

沢 

支
部
長 

行
野 

欣
也 

☎
０
７
６(

２
６
５)

７
１
３
９ 

 

支部長 行野 欣也 
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支
部
役
員
会 

＆ 

総
代
会 

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
観
点
か
ら

３
つ
の
密
を
避
け
る
為
、
第
１
回

能
登
支
部
役
員
会
と
第
１８
回
能

登
支
部
総
代
会
＆
第
１４
回
能
登

支
部
理
容
師
共
済
会
は
、
５
月
１１

日
（
月
）
１０
時
か
ら
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

た
今
話
題
の
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
会
議 

                 

     （Z
o
o
m

）
で
開
催
さ
れ
た
。
参
加

者
は
１０
名
。 

書
面
総
会
と
な
っ
た
総
代
会
と

共
済
会
は
、
事
前
に
送
付
し
て
お

い
た
総
代
か
ら
の
「
議
決
権
行
使

書
」
で
対
応
し
た
。 

近
藤
秀
司
支
部
長
の
挨
拶
後
、

令
和
元
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画

案
・
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
承
認

さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
為
、

今
年
度
の
主
な
行
事
で
あ
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
は
中
止
が
決
定
。
理
容
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
各
種
講
習
会
・
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
・
青
年
部
＆
女
性
部

の
合
同
イ
ベ
ン
ト
は
現
時
点
で
は

未
定
と
な
っ
た
。 

ま
た
共
済
か
ら
は
会
員
へ
の

（
エ
タ
ノ
ー
ル
、
マ
ス
ク
等
）
の

補
助
を
検
討
し
て
い
る
と
報
告
が

あ
っ
た
。 

【
質
疑
応
答
】 

『
休
業
要
請
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
？
』 

（
現
時
点
で
理
容
業
に
は
休
業

要
請
は
県
か
ら
も
市
町
村
か
ら
も

出
て
い
な
い
。
組
合
と
し
て
組
合

員
に
休
業
要
請
は
出
せ
な
い
。
コ

ロ
ナ
感
染
者
の
多
い
地
区
で
は
自

主
的
に
休
業
さ
れ
て
い
る
店
舗
は

あ
る
が
、
理
容
店
で
コ
ロ
ナ
に
感

染
し
た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
な

い
。） 

総
代
会
終
了
後
、
引
き
続
き
理

容
師
共
済
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

全
て
の
会
議
が
終
了
し
、
役
員

か
ら
は
『
初
め
て
の
ネ
ッ
ト
テ
レ

ビ
会
議
だ
っ
た
が
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
た
。
こ
れ
ま
で
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を

利
用
し
た
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
も
良

か
っ
た
が
、
お
互
い
の
顔
を
見
な

が
ら
の
同
時
通
話
は
や
っ
ぱ
り
い

い
い
ね
♪
コ
ロ
ナ
が
終
息
す
る
ま

で
は
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
会
議
を
継
続

し
よ
う
』
と
な
っ
た
。 

                 

                                  

                                  

能 
 

登 

支
部
長 

近
藤 

秀
司 

☎
０
７
６
７(

５
２)

３
９
８
０ 

加 
 

賀 

支
部
長 

田
畑 

 

豪 

☎
０
７
６(

２
７
５)

２
３
１
４ 

■
施
術
時
の
マ
ス
ク
着
用
を
！ 

■
器
具
消
毒
の
徹
底
を
！ 

■
店
内
の
消
毒
徹
底
を
！ 

令和２年度 加賀支部 地区役員 

役職    地区 加賀 小松 能美 石川 鶴来 

地区部長 中出尚人 山本登志幸 北村一浩 梨井信澄 安達拓史 

総務委員 中出尚人 勘田康友 北村一浩 梨井信澄 安達拓史 

組織委員 中出尚人 廣田  明 北村一浩 梨井信澄 安達拓史 

企画委員 中出尚人 竹中紀雄 北村一浩 梨井信澄 安達拓史 

情報センター委員 中出尚人 中村秀樹 宮本義勝 梨井信澄 安達拓史 

経理委員 能田秀男 勘田康友 和多篤志 熊田一義 村山妙子 

教育委員 川上芳弘 竹中紀雄 和田隆志 磯谷理博 林  政勝 

共済委員 髙﨑弘行 廣田  明 口田則和 高室幸正 村山豊一 

事業推進委員 荻田喜充 中村秀樹 石田宣夫 梨井信澄 安達拓史 

女性委員 河口佳代 竹中映理 前田早苗 市村由紀恵 
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編 

集 

閑 

談 

▼
能
登
支
部
で
ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
行

う
為
、
自
前
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

で
テ
ス
ト
し
て
み
た
ら
カ
メ
ラ
や

マ
イ
ク
が
反
応
し
な
い
？
？
？
ソ

フ
ト
的
問
題
か
と
思
い
リ
カ
バ
リ

ー
し
て
み
た
が
駄
目
（
涙
）。
ハ
ー

ド
的
問
題
か
と
思
い
解
体
し
て
み

た
が
断
線
な
ど
見
当
た
ら
な
い

（
涙
）。
結
果
、
中
古
パ
ー
ツ
を
購

入
し
て
対
処
し
た
が
こ
ん
な
所
が

壊
れ
る
な
ん
て
・
・
・（
松
原
勝
） 

▼
『
極
め
る
』 

          

（
青
山
幸
雄
） 

▼
孫
が
通
う
市
立
保
育
所
か
ら
登

園
自
粛
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
平

日
は
床
屋
保
育
所
と
な
っ
た
。
幼

い
可
愛
い
子
供
の
仕
草
が
、
溜
ま

る
コ
ロ
ナ
ス
ト
レ
ス
を
減
ら
し
て

く
れ
る
。
息
苦
し
い
自
粛
は
本
当

に
辛
い
が
、
我
慢
し
な
け
れ
ば
。

が
ん
ば
ろ
う
。 

 

（
沓
智
之
） 

                                  

                  

新時代を先取りする 

化粧品・器具のご用命は下記へ 

三 丸 商 会 
TEL 076-252-2809 

FAX 076-252-2818 

 

㈲ ノ ワ キ 
TEL 076-237-5201 

FAX 076-237-6504 

 

北 理 商 会 
TEL 076-229-0115 

FAX 076-229-0115 

石川県理容器具商組合 

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
委
員 

田
中 

栄
一
（
金
沢
・
委
員
長
） 

塚
本 

 

薫
（
金
沢
） 

丹
羽 

陽
一
（
金
沢
） 

■
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
運
営
担
当 

青
山 

幸
雄
（
金
沢
） 

 

こ
ち
ら 

情
報
セ
ン
タ
ー
で
す 

■
理
容
い
し
か
わ
編
集
委
員 

沓 
 

智
之
（
加
賀
・
委
員
長
） 

青
山 

幸
雄
（
金
沢
） 

松
原 

 

勝
（
能
登
） 

 


